
 

「人権教育の主な取り組み」 

 「児童生徒一人一人が様々な人とのふれあい

や身近な人権問題を通して、思いや願いを感じ

取り、課題解決に向けて行動できる力を育てる」

と「自尊感情を高め、本来持っている個人の能

力を発揮し、自己実現を図る児童・生徒を育て

る」という２つの人権教育目標のもと、それぞ

れの実態に合わせて人権教育を進めていきま

す。自分の良い面を知る、様々な活動や身近な

人と進んで関わろうとするなど、学校での教育

活動で人権に関することは本当にたくさんあり

ます。日々の学校生活の中で、子どもたちが自

分らしく輝いて、たくましく生きる力を育んで

ほしいと思います。 

今年度は人権教育参観日もありますので、子

どもたちの様子をご覧ください。 

（人権教育主任 西村） 

 

 「進路指導について」 

 平成３０年度卒業生の進路についてお知らせ

します。 

 小学部６年生３名は中学部へ、中学部３年生

９名は高等部へ進学しました。 

 高等部３年生７名はそれぞれの進路を選択し

卒業していきました。 

   

 

 

 

 

 施設利用体験や職場体験を通して、本人・保

護者・学校で体験の様子や事業所の雰囲気など、

何度も話し合いを持ち進路選択、進路決定をし

ていきました。社会参加の場は一人一人違いま

す。不安や困った時には相談できるような体制

を整えました。各事業所等と連携を取って状況

を把握するようにしています。 

          （進路指導主事 寺谷） 
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児童生徒のみなさんの自立と社会参加に向けた活動を、キャリア教育部・支援部の取り組みを中心に

情報発信させていただきます。本年度もよろしくお願いいたします。 

★各取り組みの紹介★ 

                                               

「本校のセンター的機能について」 

本校は、病弱・身体虚弱教育、肢体不自由教

育にかかわる専門性を地域の園や学校に情報発

信・情報提供していくという『センター的機能』

の役割を担っています。 

主な対象は、鳥取県東部地域の園・小中学校・

高校の幼児・児童及び生徒・保護者・教職員で、

内容は教育相談や学校見学、交流及び共同学習

の受け入れや体験入学、研修会の開催などです。 

 コーディネーターは教育相談の窓口として、

ニーズや相談内容に応じて自立活動主任やエキ

スパート教員をはじめ多くの先生方の専門性を

活用し、校外からの相談活動を進めていきます。 

 それぞれの課題や困り感に寄り添いながら、

今できる指導・支援だけでなく将来を見据えた

指導・支援についての助言や援助も大切にして

いきたいと思います。 

 

（コーディネーター 福代） 
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 「教育相談の主な取り組み」 

児童生徒や保護者の皆様にとって学校が安心

安全な場であるために、悩みや心配なこと等に

ついて安心して相談できるような体制を充実さ

せていきます。 
今年度も、ほぼ毎週木曜日に児童生徒、保護

者、教職員を対象にスクールカウンセラーによ

るカウンセリングを実施します。また毎月「相

談週間」を設け、児童生徒が気軽に相談できる

ような活動を継続していきます。人間関係、勉

強、進路、家庭生活、子育てについて等、どん

なことでも相談できますので、ご活用ください。 
また、関係機関と支援の連携・共有を行うた

めの支援会議等の実施、外部の専門機関を活用

した教育相談なども行っています。 
 

（校内支援主任 福田） 
                                

就職（製造業）  １名 
職業訓練校進学  １名 
就労継続支援 B 型 １名 
生活介護事業所  ４名 
 


